
測定対象 個所 頻度 備考 測定結果
保育園、幼稚
園、学校

97 毎月1回
園庭、校
庭、

公園 287 毎年1回
道路側溝 156 毎年1回
市内分割地
点

423 毎年1回
500ｍメッ
シュ

合計 963

0 .026～
0 .13μS/ｈ
（国基準
0.23、市基
準0.223）

測定対象 対象 ひん度 数 測定結果

給食食材
小中学校、
保育園

1～2回/
月

2品目
30Bq/ｋｇ以下
（国基準100）

農産物
市内農産
物

希望によ
る

3検体
25Bq/kg以下
（国基準100）

土壌
水田、畑、
家庭菜園

希望によ
る

一昨年度
1件

100Bq/kg以下
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福
島
原
発
事
故
よ
る
放

射
性
物
質
の
種
類
は
、
現

段
階
で
は
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
測
定
経

費
は
国
か
ら
佐
倉
市
に
交

付
（
年
額
８
０
０
万
円
程

度
）
さ
れ
て
い
る
。

空
中
の
放
射
線
量
測
定

は
、
Ｈ
28
年
度
は
市
内
全

て
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
97
施
設
は
月
１

回
、
そ
の
他
８
６
６
個
所

は
年
１
回
、
合
計
９
６
３

個
所
に
つ
い
て
実
施
さ
れ

た
（
表
1
参
照
）
。

１
月
末
時
点
で
の
結
果

で
は
、
１
時
間
当
た
り
の

値
は
0.
026
か
ら
0.
130
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
μ
Ｓ

／
ｈ
）
。
全
て
の
測
定
平

均
値
は
0.
060
と
国
基
準
値

0.
23
を
下
回
る
。

県
内
自
然
被
ば
く
線
量

（
福
島
事
故
前
・
市
原
市
）

は
0.
033
だ
っ
た
の
で
、
佐

倉
市
平
均
値
は
福
島
事
故

前
の
約
２
倍
と
な
っ
て
い

る
。

市
内
の
未
除
染
地
等
で

は
未
だ
高
い
値
の
場
所
が

あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
。
な
お
、
国

基
準
と
は
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
「
追
加
被
ば
く

線
量
」
を
示
す
。

給
食
の
測
定
は
小
中
学

校
、
保
育
園
に
お
い
て
、

月
１
回
か
ら
２
回
、
給
食

食
材
を
測
定
。
測
定
結
果

は
検
出
限
界
値
（
１
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り
30
（
Ｂ
ｑ
）

ベ
ク
レ
ル
）
以
下
で
、
基

準
値
で
あ
る
100
ベ
ク
レ
ル

を
下
回
る
。

市
内
の
農
産
物
は
、
１

kg
当
た
り
25
ベ
ク
レ
ル
以

下
で
、
基
準
値
で
あ
る
100

ベ
ク
レ
ル
を
下
回
っ
て
い

た
。
（
表
２
参
照
）

現
在
、
原

子
力
発
電
は

地
球
温
暖
化

を
防
ぐ
も
の

と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
確

か
に
、
炭
素

を
燃
や
し
て

い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、

温
暖
化
ガ
ス

の
発
生
は
少
な
い
。

し
か
し
、
一
度
事
故
が

起
き
た
場
合
は
被
害
が
甚

大
で
あ
る
。

原
発
は
危
険
で
あ
る
の

で
、
そ
の
建
設
に
は
国
の

許
可
が
必
要
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
許
可
を
与
え
た

原
発
で
事
故
が
起
こ
れ
ば

国
に
も
責
任
は
発
生
す
る
。

私
た
ち
の
生
活
は
多
く

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
「
地
震
」
「
台
風
」

「
火
災
」
「
戦
争
」
「
地

球
温
暖
化
」
「
原
子
力
災

害
」
「
火
山
の
大
噴
火
」

「
惑
星
の
衝
突
」
も
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
、
地
球
温

暖
化
や
原
子
力
災
害
を
防

ぐ
た
め
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
世
界
各
地
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
様
子
を
紹

介
し
て
る
の
が
左
の
映
画
。

こ
の
機
会
に
是
非
、
ご
覧

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
倉
市
内
の
放
射
線
量
は
事
故
前
の
約
２
倍

福
島
原
発
事
故
か
ら
丸
６
年
を
迎
え
た
現
在
、
佐
倉
市
内
の
放
射
能
の
現
状
（
測
定
結

果
）
を
議
会
質
問
、
佐
倉
市
環
境
白
書
等
で
確
認
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

福
島
の
原
発
事
故
（
Ｈ
23
年
）
に
よ
り
、
佐
倉
市
は
「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指

定
」
（
松
戸
、
柏
、
印
西
な
ど
県
内
で
は
９
市
）
を
受
け
、
継
続
し
て
放
射
能
測
定
を
し

て
い
る
。
Ｈ
23
年
度
に
お
い
て
は
、
臼
井
、
志
津
地
区
に
お
い
て
、
対
策
目
標
値
（
年
間

1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
を
超
え
る
数
値
が
確
認
さ
れ
、
昨
年
度
は
次
の
通
り
で
し
た
。

佐
倉
市
職
員
の

弁
当
時
間
内
買
出
し

佐
倉
市
の
環
境
部
職

員
は
、
昼
食
の
弁
当
を

時
間
内
に
公
用
車
を
利

用
し
買
出
し
に
出
て
い

た
。
千
葉
日
報
に
は
、

佐
倉
市
環
境
部
職
員
の

「
時
間
内
弁
当
買
出
し
」

の
様
子
が
写
真
付
き

で
報
道
さ
れ
た
。

月
に
数
度
の
頻
度

で
数
年
間
、
複
数
の

弁
当
を
購
入
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
減

給
10
％
ｘ
２
か
月

の
懲
戒
処
分
が
な
さ

れ
た
。
又
、
同
課
課
長

は
戒
告
処
分
、
部
長
は

訓
告
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
件
の
発
覚
は
、

市
職
員
か
ら
の
情
報
提

供
で
有
り
、
違
法
行
為

に
対
し
て
内
部
通
報
が

な
さ
れ
た
事
に
よ
る
。

内
部
通
報
と

公
益
保
護

こ
の
内
部
通
報
に
対
し

て
、
市
管
理
職
か
ら
不

満
の
発
言
が
出
た
。
具

体
的
に
は
、
議
会
の
一

般
質
問
で
「
時
間
内
弁

当
買
出
し
」
の
件
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
た
が
、

当
該
管
理
職
か
ら
『
外

部
に
連
絡
し
な
い
で
、

何
故
、
内
部
で
解
決
で

き
な
か
っ
た
の
か
残
念
』

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
の
発
言
は
、
「
公
益

通
報
」
に
対
す
る
抑
制

を
求
め
る
発
言
で
有
り
、

大
い
に
問
題
で
有
る
。

「
公
益
通
報
者
保
護

法
」
も
制
定
さ
れ
て
お

り
、
公
益
の
た
め
に
は
、

通
報
が
必
要
と
さ
れ
る
。

む
し
ろ
、
公
益
通
報
を

し
た
こ
と
に
つ
い
て
評

価
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
今
回
の

よ
う
な
行
為
は
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。
市
役
所

内
で
は
公
益
通
報
の
真

の
意
味
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
っ
て

残
念
で
あ
っ
た
。

佐倉市民オンブ
ズマンのメンバー
募集中です。
一緒に市政にも取り
組みましょう。

オンブズマンとは「行
政苦情の解決や行政の適

正運用、人権保護のため

に行動する人」です。
各種の御相談は下記連

絡先にどうぞ。一緒に活

動できる方を募集してい
ます。ご連絡をお待ちし

ています。
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原
子
力
発
電
に
つ
い
て

佐
倉
市
で
の

放
射
線
測
定
結
果

給
食
等
の
測
定

弁
当
買
出
し
事
件

日
頃
、
食
材
な
ど
の

買
い
物
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

今
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
商
品
へ
の

①
「
電
話
注
文

宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

②
「
ネ
ッ
ト
注
文

宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

を
急
速
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。
買
い
物
が
大
変

な
場
合
は
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

大
手
ス
ー
パ
ー
が
品
揃

え
の
多
さ
と
、
全
国
展

開
の
強
み
を
生
か
し
て

そ
れ
ら
を
進
め
て
い
ま

す
。食

料
品
も
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
軽

に
注
文
す
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
商

店
を
大
切
に
す
る
の
も

大
事
で
す
が
、
日
々
の

買
い
物
が
大
変
に
感
じ

る
と
き
は
利
用
し
て
み

て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

「表１」

「表２」

映画「日本と再生」
監督：河合弘之 企画：飯田哲也

上映日時 ６月３日 (土)
①１０：００～１２：００
②１３：３０～１５：３０
（各回30分前開場）
入場券800円（高校生以下300円）

場所 勝田台文化センター

(勝田台駅南口より徒歩５分）

連絡先 浦（090-8587-0814）
内容「原発を無くしても自然エネ

ルギーで再生できる」

映画「日本と原発」の続編。

放
射
性
物
質
は
何
か

国
の
責
任

今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

買
い
物
難
民
対
策

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
宅
配



議案種類 提出者 件数 主な内容 可決数

新年度予算 市長 10
Ｈ29年度一般会計、国民健康保険、公共
用地取得、農集落排水、介護保険、災害
共済、後期高齢者医療、水道、下水道

10

補正予算 市長 7
Ｈ28年度一般会計ｘ２件、国民健康保
険、公共用地、農集落排水、介護保険、
後期高齢者医療

7

条例改正 市長 10

コミセン設置、市民公益サポセン設置、
草笛の丘設置、飯野台観光施設設置、個
人番号利用、職員の勤務時間休暇、税賦
課徴収、手数料、青年館設置、都市公園

10

契約 市長 1 小学校体育館改修 1

人事 市長 16 固定資産評価委員、農業委員（15人） 16

陳情 市民 1 最低賃金改善と中小企業支援 0
条例改正 議員 1 一般職職員給与（再任用職員給与） 1

意見書 議員 6

テロ等準備罪反対、高齢者社会保障負担
撤回、過労死根絶、国内オスプレイ配備
撤回、共謀罪国会提出撤回、家庭教育支
援法案国会提出撤回

0

　議会賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×

主な議案

全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

①Ｈ29年度一般会計 ○ × ○ ○ ○ × × × ○

②下水道事業会計 ○ × ○ ○ ○ × ○ × ×

③一般職職員給与改正（再任用） ○ ○ ○ ○ ○× ○ × × ×

④税賦課徴収条例 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○

⑤テロ等準備罪反対 △ ○ × × × ○ ○ ○ ×

⑥過労死根絶 △ ○ × × × ○ ○ ○ ×
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藤
崎
良
次
の

議
会
一
般
質
問

生
活
保
護
医
療
費

口
座
振
替
ミ
ス

質
問

国
民
健
康
保
険
税
の
口

座
振
替
ミ
ス
が
平
成
28
年
12
月

26
日
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
経
緯

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
？
ま
た
、

振
替
依
頼
の
際
の
認
証
確
認
は

行
わ
れ
た
の
か
？

市
答
弁
こ
れ
ま
で
振
替
依
頼
の

際
に
、
収
税
課
と
健
康
保
険
課

で
の
デ
ー
タ
処
理
ご
と
の
認
証

確
認
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
は
再
発
防
止
の

た
め
、
文
書
に
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

藤
崎
意
見

要
す
る
に
、
国
保

税
の
デ
ー
タ
が
正
し
い
こ
と
を

確
認
せ
ず
に
、
収
税
課
は
振
替

依
頼
作
業
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
は
、
確
認
後
に
振
替
事
務

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

質
問

デ
ー
タ
確
認
は
全
庁
的
に

行
な
う
様
に
是
正
す
べ
き
。

市
答
弁

当
該
案
件
に
則
し
て
原

因
究
明
と
再
発
防
止
策
の
検
討

を
行
っ
た
上
、
庁
内
横
断
的
な

視
点
か
ら
も
必
要
な
情
報
共
有

や
改
善
策
の
徹
底
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

藤
崎
意
見

こ
れ
ま
で
、
こ
の

様
な
是
正
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
の
は
驚
き
だ
。

佐
倉
惣
五
郎
（
宗
吾
）

と
佐
倉
市

佐
倉
惣
五
郎
（
江
戸
時
代
の

初
期
に
、
高
過
ぎ
る
佐
倉
藩
の

年
貢
に
農
民
が
苦
し
ん
で
お
り
、

徳
川
将
軍
に
直
訴
し
て
処
刑
さ

れ
た
農
民
）
に
関
し
て
、
佐
倉

市
内
で
は
研
究
が
不
十
分
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

佐
倉
は
城
下
町
で
あ
り
長
い

間
「
封
建
主
義
」
の
町
で
あ
っ

た
。
佐
倉
の
歴
史
を
知
る
上
で
、

佐
倉
惣
五
郎
は
極
め
て
重
要
と

思
わ
れ
る
の
で
質
問
を
し
た
。

質
問

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
佐

倉
惣
五
郎
の
事
件
は
、
江
戸
時

代
の
１
６
５
０
年
代
、
具
体
的

に
は
１
６
５
２
年
12
月
直
訴
、

１
６
５
３
年
８
月
処
刑
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
第
３
代
将
軍
、

徳
川
家
光
が
１
６
５
１
年
に
亡

く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き

に
佐
倉
藩
15
万
石
の
藩
主
、
堀

田
正
盛
は
家
光
の
後
を
追
っ
て

殉
職
、
つ
ま
り
割
腹
自
殺
を
い

た
し
ま
し
た
。
封
建
時
代
で
し

た
の
で
、
他
の
藩
で
も
同
様
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
正
盛
の
長
男
、
佐
倉
藩
13

万
石
藩
主
、
正
信
は
改
易
、
つ

ま
り
更
迭
さ
れ
た
後
、
１
６
８

０
年
、
第
４
代
将
軍
、
家
綱
の

死
の
際
に
後
を
追
っ
て
や
は
り

自
害
、
割
腹
自
殺
を
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
佐
倉
惣
五

郎
の
事
件
は
発
生
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
日
本
遺
産
と
し
て
、

佐
倉
市
と
成
田
市
、
香
取
市
、

銚
子
市
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

佐
倉
惣
五
郎
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
地
理
的
に
行
政
界
を

ま
た
ぐ
こ
と
も
あ
り
、
余
り
佐

倉
市
も
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
成
田

市
と
佐
倉
市
が
協
力
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

市
答
弁

佐
倉
惣
五
郎
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
学
校
で
は
学

習
資
料
「
ふ
る
さ
と
佐
倉
の
歴

史
」
に
記
載
し
学
ぶ
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。

質
問
下
勝
田
村
の
大
川
重
右
衛

門
（
左
の
写
真
参
照
）
は
、
佐

倉
惣
五
郎
に
協
力
し
た
た
め
、

10
里
四
方
よ
り
外
へ
の
追
放
の

罰
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

大
川
重
右
衛
門
も
重
要
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
ど

う
で
す
か
。

市
答
弁

こ
れ
ま
で
詳
細
は
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
、

関
係
課
で
連
携
を
図
り
、
そ
の

史
実
等
と
あ
わ
せ
て
調
査
研
究

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

藤
崎
意
見

佐
倉
で
は
「
人
前

で
惣
五
の
こ
と
を
語
り
尽
く
す

者
は
そ
の
身
を
滅
ぼ
す
」
石
橋

徳
也
（
１
９
７
８
）
『
私
本
佐

倉
宗
吾
』
４
頁
、
と
言
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
Ｈ
29
年
度
一
般
会
計
予
算

今
議
会
で
は
、
新
年
度
予

算
が
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
て
審
議
さ
れ
た
。
藤
崎
は

次
の
理
由
等
で
反
対
し
た
。

職
員
通
勤
費
が
県
基
準
よ

り
年
額
２
３
０
０
万
円
も
高

い
。
こ
の
金
額
は
、
過
払
い

と
言
え
る
も
の
で
市
財
政
を

圧
迫
し
て
お
り
是
正
す
べ
き

で
あ
る
。

②
下
水
道
事
業
会
計
予
算

7
月
か
ら
33
％
の
値
上
げ

す
る
予
算
で
有
り
、
値
上
げ

幅
が
大
き
い
。
落
札
率
を
考

慮
し
な
い
で
、
定
価
で
全
て

購
入
す
る
計
算
で
あ
る
。
落

札
率
を
考
慮
し
値
上
げ
は

低
く
す
べ
き
で
あ
る
。

③
一
般
職
員
の
給
与
条
例

改
正
議
案
（
再
任
用
職
員
）

市
職
員
は
60
歳
が
定
年
で

有
り
、
そ
の
年
度
末
ま
で
働

き
、
次
年
度
か
ら
再
任
用
と

し
て
働
く
道
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
共
済
年
金
が
60
歳
か
ら

支
給
さ
れ
な
い
た
め
に
、
雇

用
が
延
長
さ
れ
る
制

度
で
あ
る
。
し
か
し
、

佐
倉
市
の
場
合
は
、

そ
の
再
任
用
職
員
の

給
与
が
高
い
た
め
に
、

是
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
さ
く
ら
会
議
員
か

ら
提
案
さ
れ
た
。

該
当
職
員
に
関
し
て
は
、

共
済
年
金
支
給
金
額
相
当
は

改
正
案
で
も
確
保
で
き
る

た
め
に
賛
成
し
た
。

職
員
給
与
が
議
員
提
案

で
修
正
さ
れ
る
事
は
、
再

任
用
職
員
に
つ
い
て
で
も
画

期
的
と
い
え
る
。

④
税
賦
課
徴
収

条
例
改
正

地
方
交
付
税
を
確
保
す

る
た
め
に
、
法
人
市
民
税

の
法
人
税
割
の
税
率
を
９
・

７
％
か
ら
６
・
０
％
に
変
更

す
る
な
ど
の
改
正
。
実
施
は

Ｈ
31
年
10
月
。

⑤
テ
ロ
等
準
備
罪
反
対

政
府
が
進
め
て
い
る
「
テ

ロ
等
準
備
罪
」
は
恣
意
的
に

運
用
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。

平
和
を
守
る
た
め
に
も
テ
ロ

等
準
備
罪
は
不
要
で
あ
る
と

の
意
見
書
。

⑥
過
労
死
根
絶

長
時
間
労
働
に
よ
る
過
労

死
を
防
ぐ
た
め
に
、
労
働
時

間
の
上
限
規
制
等
を
求
め
る

意
見
書
。

議員 藤崎 良次

２
～
３
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会
・
５
月
臨
時
議
会
概
要

市
長
か
ら
新
年
度
予
算
も
含
め
44
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可

決
さ
れ
た
。
こ
の
内
で
農
業
委
員
の
提
案
が
15
人
と
な
っ
た
。
陳
情
は

１
件
、
議
員
提
出
議
案
は
条
例
改
正
１
件
、
意
見
書
６
件
。

５
月
16
日
に
は
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
新
体
制
が
決
ま
っ
た
。

編
集
後
記

佐
倉
市
へ
の
順
天
堂
大
学
進

出
が
不
調
と
な
り
、
市
長
と
市

議
会
議
員
（
大
学
誘
致
派
）
に

は
緊
張
が
続
い
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
指
定
管
理
施

設
の
直
営
化
が
発
生
し
て
い
る

面
が
あ
り
、
ま
た
、
弁
当
の
時

間
内
買
い
出
し
防
止
、
再
任
用

職
員
給
与
の
是
正
な
ど
が
行
わ

れ
、
議
会
が
適
正
に
機
能
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
箱
も
の
行

政
へ
の
誘
導
な
ら
問
題
で
す
。
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